
（1） 市報 た か は ぎ (10月号）

口
’市の人 口
オ114号

(9． 1 ．現在）

1 5． 889

1 6． 282

32． 1 7 1

7． 8 1 0

42年10月1日発行

数

男
女
計
帯世

高萩市役所

秘 書 課

藤枝印刷所

発行

編集

印刷

議
案
の
主
な
る

も
の
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す

口
高
萩
市
監
査
委
員
選
任
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
監
査
委
員
（
知
識
経
験
老
）

佐
藤
正
氏
が
８
月
泊
日
を
。
も
っ

て
辞
転
し
ま
し
た
の
で
、
市
内

上
手
綱
三
四
○
三
番
地
の
神
代

虎
五
郎
氏
を
委
員
に
任
命
し
た

い
の
で
議
会
の
同
意
を
求
め
た

も
の
で
す
（
原
案
可
決
）

口
教
育
委
員
の
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

（
教
育
長
に
再
任

さ
れ
た
下
山
田
尚
方
氏
）

灘蕊§
蝉
繊
識
塞
零
溝
鐸

胃酸

議
員
定
数
減
少
条
例
ほ
か

定
数
減
少
条
例
ほ
か

去
る
九
月
十

八
日
よ
り
矛
三

回
高
萩
市
議
会

定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

会
期
を
三
日

間
と
き
め
、
上

程
さ
れ
た
議
案

二
十
件
を
可
決

二
十
日
閉
会
し

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た

蕊

r 』L

十
九
議
案
を
可
決

市
教
育
委
員
下
山
田
尚
方
氏

が
９
月
即
日
を
も
っ
て
任
期
が

終
る
の
で
、
大
字
秋
山
二
○

一
番
地
の
下
山
田
尚
方
氏
を
再

度
適
任
と
認
め
同
意
を
求
め
た

（
原
案
可
決
）

口
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
せ
ん
に
つ
い
て

次
の
方
が
推
せ
ん
さ
れ
・
寵
し

た
。
大
和
田
知
之
（
有
明
町
）

大
山
一
郎
（
安
良
川
）

鈴
木
広
次
（
上
君
田
）

（
原
案
可
決
）

口
昭
和
塊
年
度
高
萩
市
一
般
会

計
補
正
予
算

二
千
四
一
万
七
千
円
が
追
加
さ

れ
歳
入
歳
出
総
額
五
億
八
千
四

二
七
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た

補
正
額
の
主
な
る
も
の
は
、

総
務
費
に
二
四
八
万
九
千
円
、

衛
生
費
の
三
○
九
万
円
、
士
木

費
の
一
千
一
四
四
万
円
、
教
育

費
の
二
二
一
万
円
等
で
す
〕

（
原
案
可
決
）

（
市
監
査
委
員
に
任
命

さ
れ
た
神
代
虎
五
郎
氏
）

：

ぢ
か
な
選
挙
で
あ
る
だ
け
に
、

ど
う
し
て
も
義
理
人
情
が
か
ら

み
が
ち
に
な
り
ま
す
、
し
か
し

こ
ん
ど
の
選
挙
で
は
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
明
る
く

伸
び
る
巾
政
豊
か
な
郷
土
を

つ
く
る
た
ぬ
、
一
人
一
人
が
誓

っ
て
正
し
く
明
る
い
選
挙
を
い

私
た
ち

に
も
っ

と
も
身

口
昭
和
唖
年
度
高
萩
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
補
正
予

算二
↑
一
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
七
千

八
○
四
万
六
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
（
原
案
可
決
）

口
昭
和
狸
年
度
高
萩
巾
一
」
畜
喝

事
業
待
別
会
計
補
正
予
算

三
四
汀
八
千
円
が
追
加
さ
・
江

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
八
六

１
－
’

四
年
に
一
度
改
選
さ
れ
る
市

議
会
議
員
の
選
挙
は
さ
る
９
月

記
Ｕ
開
か
れ
た
巾
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
旧
月
Ⅳ
日
告
示

旧
月
評
日
（
金
朧
日
）
が
投
票

日
と
き
ま
り
ま
し
だ
。

負
会
に
お
い
て
Ⅲ
月
Ⅳ
日
告
示

旧
月
評
日
（
金
朧
日
）
が
投
票

日
と
き
ま
り
ま
し
だ
。

地
万
議
会
の
議
員
の
選
挙
の

う
ち
‐
と
く
に
市
議
会
議
員
の

一
悲
毒
一
〕
一
《
－
，
〆
」
◇
Ｉ
ｑ
ｑ
１
ｒ
ｊ
０
０

ｉ

．

、
』
Ｐ

望

凪Ｉ

あ
た
つ

Ｈ
い
い
川
間
剛
脚
川
Ｈ
制
Ⅱ
Ｈ
仙
脚
阿
糾
梛
吋
思
川
洲
州
脚
凋
川
州
州
脚
い

廷
ｈ
‐
斜

と一画

〃

〆

Ｊ

鞘

州
馴
加
州
Ⅲ
月
”
向
い
は
川

川
州
脚
川
制
川
Ｈ
Ｈ
刷
川
側
肌
い
ｎ
Ｈ
Ｈ
例
川
Ｎ
川
Ⅲ
Ⅱ
側
岡
楜
仙
眼
卜

谷
毒と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
し
た
が

っ
て
積
極
的
な
考
え
で
私
た
ち

の
代
表
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
、
人
か
ら
頼
ま
れ
て

投
票
す
る
と
い
う
よ
ｎ
は
齢
自

分
か
ら
よ
い
人
を
さ
が
し
て
、

そ
の
人
に
で
て
も
ら
う
と
Ｌ
う

気
か
ま
え
が
必
要
で
す
。

万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
原
案
可
決
）

口
農
業
共
済
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
災
害
か
ら
農
民
を
守
る
た
め

に
行
わ
れ
て
き
た
共
済
事
業
が

巾
営
と
し
て
行
う
こ
と
が
適
当

と
考
え
旧
月
か
ら
市
で
行
う
こ

と
に
き
ま
り
ま
し
た
。
（
原
案
可
決
）

口
高
萩
市
企
業
誘
致
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

ロ
高
萩
巾
市
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
廃
止

全
員
一
致
の
賛
成
に
よ
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

口
高
萩
市
議
会
議
員
定
数
を
減

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

た
し
ま
し
ょ
う
。

ご
承
知
の
よ
う
に
市
議
会
議

員
は
議
決
機
関
と
し
て
市
民
の

代
表
者
で
あ
り
ま
す

。

そ
れ
だ
け
に
私
達
の
生
活
に

直
接
影
響
の
あ
る
選
挙
な
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

選
挙
と
い
う
も
の
は
、
人
ご

房
壷

示

日

緋
で
あ
る
〃
し
ｒ
Ｆ
》
う
こ
と
を
い

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
に
な

ら

な
い
上
弓
に
選
挙
の
と
き
の

公
約
を
守
る
人
を
選
ば
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
自
分
の
判

断
に
も
こ
づ
き
、
責
任
の
ち
る

扇
篭
投
じ
、
選
挙
民
の
樺
利

を
正
し
く
行
使
し
て
下
さ
い
。

１
１
’
’

○
：
・
・
今
日
の
政
治
の
た
て
ま

え
で
仁
、
主
唯
は
一
人
々
の
国

民
に
あ
り
ま
す
、
そ
の
大
切
な

主
椛
を
行
使
す
る
と
き
か
選
挙

の
し
｝
き
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま

－

９

Ｊ

あ
る
人
か
〃
人
民
は
藤
挙
の

少
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て議
員
提
案
に
よ
り
現
在
の
定

数
三
十
名
が
二
四
名
に
減
少
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
こ
の
条
例
は

ｎ
月
汀
臼
に
行
わ
れ
る
予
定
の

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
よ
り
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

／
・
：
・
・
・
：
…
…
：
…
・
・
・
・
：
。
：
．
．
、

》
さ
る
九
月
三
十
日
教
“

嘩
育
委
員
会
が
行
わ
れ
、
》

”
九
月
定
例
議
会
に
お
い
』

》
て
同
意
さ
れ
た
、
下
山
唖

《
田
尚
方
氏
（
六
七
才
）
》

唖
が
三
た
び
教
育
長
に
再
唖

》
選
さ
れ
ま
し
た
。

、
。
…
．
．
：
．
：
：
：
．
…
・
・
・
・
：
；
：
／

、
咄
伊
剖

Ⅲ

糾

守

一

部

１
１
１
Ｉ
Ｊ
Ｉ
川
・

１
１
１
１
１
１
－

，
‐
１
１
１
‐
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｐ
ｌ

１
１
１

と
き
だ

け
主
人

で
あ
り

し
か
し

ほ
か
の

日
は
奴

－483－
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高萩市議会議員一般選挙投票所一覧表

｜ 投 所名投票区名 ’ 域 志
示 有権者調

1 ． 971

区

4丁目 高萩市役所

本町2丁目（1部を除く） 3.4丁目
大和町1 .2丁目（1部を除く）
春日町1～3丁目

| 高裁地方教育会舘 ｜ ，“，高蔽矛' |
駅東地図のうち茨城県高萩土木事務所北側通りから南、ただし有明町3丁目
64番地の市営住宅を除く’ ’ 高萩中学校 3． 036高萩矛3

渉4 1蕊罷鵠饒駕瀞土木事務所北側通りから北､ただし有明町3丁目 東小学校 1 ． 590萩
一
良

尚

安

石 （新設）

永薬町、経塚竹内を除く）

川 大字安良川
滝 大字石滝、島名上台

良
滝
名

安
石
島

川公民館 ｜

公民舘 l

公民舘 ’

６

９

９

５
３
３

２
２
４

２
１(千代町、

名 ｜碆就,賃鯉封 ’島

大字秋山のうち中坪
大字島名のうち千代町、永楽町及び経塚竹内
大字安良川のうち向洋炭鉱
大字高萩の弓ち坂佐久保

｜”“秋山小学校｜秋 山
’
’
１
｜
‐

大字高萩のうち北方
大字秋山のうち上坪
大字上手綱のうち下和野の一部

山手公民舘 1 ． 630方北
一
福

I

雄宅 I 40金 沢平 ｜ 大字福平

上手綱矛1 大字上手綱のうち千代田、金成、和野、豊栄、二坑、二本杉、前の内 ｜ 南組公 民
一

民

民

詞

割

割

一

594

組

口

上手綱矛2 1 大字上手細のち川側、 jl馬場、すどれ、畑中、堀の広 北 私
一
鉦

公

公
i
D

Q

手綱矛3 1 大字上手綱のう石舟、関口、仙道坂、菅の沢 関口公民f

下手綱公民舘

上

下
大字上手綱のうち大工町、小和田、杉内、粕内、杉岡
大字赤浜のうち上宿、城戸場、長原
大字下手綱のりち石河原を除く

902手綱

高戸矛1 1 大字高戸（行人塚を除く） ｜ 高戸公民舘 ’ 247

’大字高戸のらち行人塚
大字下手綱のうち石河原

高荻農協桝形倉庫 42 1高戸矛2

赤 浜

若 栗

(新設）
願 成 寺 ’ 287城戸場、長原を除く）首７こく浜

栗

赤

若

字

宇

大

大 ｜ 若栗公 舘
校

民
学

９

７

０

３

１
３

大字大能のうち牧場
横川ノ」大字横川川

田

積
一
下 ｜ 下君田小学校 ’ 254｜ 大字下君田君

I三君田小学校 ’ ７
４

７
５

３
１

上 君 田 大字~上君田
大能公民舘大字大能（牧場を除く）大

一
中
一

能

川 中戸川公民舘 23 1

2〔〕 ､095人
｜ 大字中戸川

一
戸
一
許
可

(注） 1 ． この表の有権者数は9月30日現在ですので今后は減少する見込です。

2． 上記の投票区のうち石滝投票区、高戸矛2投票区は新設した投票区て．す。

投
票
は
原
則
と
し
て
投
票
当

日
投
票
所
へ
い
っ
て
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
例
外
と
し
て

次
の
事
由
に
該
当
す
る
人
は
選

挙
告
示
日
十
月
十
七
日
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
の
問
に
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

㈲
選
挙
人
・
か
高
萩
市
の
区

域
外
に
お
い
て
転
務
ま
た
は
業

務
に
従
事
中
で
あ
る
べ
き
こ
と

目
選
挙
人
が
や
む
を
得
な

い
用
務
ま
た
は
、
事
故
の
た
め

市
の
区
域
外
に
旅
行
中
ま
た
は

滞
在
中
で
あ
る
こ
と
。

目
選
挙
人
が
疾
病
、
負
傷

妊
娠
、
不
具
も
し
く
は
産
前
産

後
に
あ
る
た
め
歩
く
こ
と
が
、

い
ち
じ
る
し
く
困
難
で
あ
る
と

鉾
ご
＠
上
記
の
場
合
の
者
で
す
で
に
入

院
中
で
あ
る
者
は
。
そ
の
入
院

こ
の
条
例
は
公
害
を
事
前
に

防
止
し
、
産
業
の
健
全
な
発
展

と
生
活
環
境
の
相
互
協
和
を
図

る
趣
旨
の
も
と
に
、
昭
和
四
十

二
年
七
月
一
日
よ
り
茨
城
県
公

害
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
公
害
の
発
生
の
お
そ

れ
の
あ
る
施
設
作
業
を
開
始
す

る
と
き
は
、
作
業
行
為
開
始
三

十
月
前
に
市
長
を
経
由
し
て
知

事
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
は

不
在
者
投
票
で
す
ま
せ
ま
し
ょ
う

公
害
防
止
条
例
が
施
行

’
し
て
し
る
病
院
が
指
定
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
病
院
長
に

申
し
出
れ
ば
そ
の
病
院
で
投
票

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
指
定
を

受
け
て
い
な
い
病
院
に
入
院
中

の
人
は
、
歩
行
不
可
能
な
人
で

も
市
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
出

頭
し
な
け
れ
ば
不
在
者
投
票
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
投
票
日

前
ま
で
に
入
院
を
予
定
さ
れ
て

い
る
人
、
出
産
予
定
日
が
投
票

日
頃
に
な
る
人
は
病
院
長
又
は

助
産
婦
等
の
証
明
害
を
持
参
し

本
人
が
市
の
選
挙
管
理
委
員
会

へ
出
頭
し
て
下
さ
い
・

上
記
の
Ｈ
、
目
、
白
の
理
由
で

不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
そ
の

事
由
に
よ
っ
て
社
長
、
そ
の
代

理
者
、
病
院
長
、
市
町
村
長
、

官
公
署
の
長
の
証
明
書
が
必
要

で
す
が
、
そ
の
用
紙
は
選
挙
管

理
委
員
会
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。ま

せ
ん
。
（
既
設
の
施
設
作
業

に
つ
い
て
は
屈
出
は
済
ぷ
ま
し

た
）
届
出
を
し
な
け
わ
ぱ
な
ら

な
い
施
設
作
業
と
は
、
規
定
で

定
め
た
基
準
を
こ
え
る
、
ば
い

煙
、
粉
じ
ん
、
ガ
ス
、
臭
気
、
汚
水

廃
液
及
び
騒
音
、
又
は
振
動
を

生
ず
る
施
設
作
業
で
今
後
新
設

増
築
又
は
作
業
を
開
始
す
る
も

の
が
対
象
と
な
り
ま
す
詳
細
に

つ
い
て
は
市
役
所
企
画
開
発
課

に
問
い
合
せ
下
さ
い
。

－484－
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茨
城
県
に
お
け
る
乳
幼
児
の

死
亡
率
を
見
ま
す
と
、
全
国
で

も
高
位
に
あ
り
関
東
・
フ
ロ
ッ
ヶ

で
は
最
高
位
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
特
に
注
目
す
『
べ
き
こ
と

は
新
生
児
の
死
亡
が
そ
の
過
半

数
を
し
め
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
乳
児
の
生
命
を

左
右
す
る
母
性
の
健
康
水
準
が

比
較
的
低
い
こ
と
を
し
め
し
て

お
り
母
子
の
健
康
管
理
の
面
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
施
策
に
ま

つ
と
こ
る
が
非
常
に
多
い
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
と
く
に
国
民
健

康
保
脆
の
被
保
険
者
は
比
較
的

所
得
水
準
が
低
い
た
め
に
、
お

医
者
さ
ん
に
か
上
る
機
会
が
十

分
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
、
そ

れ
で
妊
産
婦
の
方
々
が
今
後
は

安
心
し
て
健
全
な
る
赤
ち
ゃ
ん

詳
出
生
し
て
い
た
ぐ
く
た
め
に

今
回
給
付
の
改
善
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
・

㈲
給
付
の
期
間

給
付
の
期
間
に
つ
き
ま
し
て
は

妊
娠
川
を
市
役
所
の
窓
口
で
行

い
、
母
子
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
日
か
ら
出
産
し
た
翌
月
ま
で

の
期
間
で
す
。
（
既
に
届
出
の

し
て
あ
る
方
は
届
出
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
）
し
た
が
っ
て
届

出
が
遅
れ
ま
す
と
給
付
の
期
間

が
そ
れ
だ
け
短
く
た
り
ま
す
。

㈲
妊
娠
剛
川
の
励
行

胴
眠
囎
聰
一
洲
峨
卿
離
鮒
牌
朏
調
徹
”

該
当
者
の
方
は
、
市
民
課
の
窓

口
で
妊
娠
届
出
を
し
て
母
子
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

若
し
妊
娠
届
出
を
し
ま
せ
ん
と

お
医
者
さ
ん
に
か
入
っ
て
も
今

ま
で
通
り
三
割
は
そ
の
ま
皇
と

な
り
ま
す
。
又
妊
娠
四
ヶ
月
未

満
の
方
は
医
師
又
は
助
産
婦
の

妊
娠
事
実
証
明
を
必
要
と
し
ま

す
。
用
紙
は
市
民
課
の
窓
口
に

あ
り
ま
す
。

白
支
払
方
法

妊
産
婦
の
方
で
お
医
者
さ
ん
に

か
坐
た
場
合
、
今
ま
で
通
り
三

割
は
支
払
っ
て
お
い
て
下
さ
い

そ
の
後
で
市
役
所
で
は
医
療
機

関
よ
り
出
さ
れ
た
請
求
書
に
よ

り
、
三
割
を
市
役
所
の
窓
口
よ

り
直
接
支
払
い
ま
す
．

卿
給
付
の
対
象
及
び
範
囲

妊
娠
届
出
を
さ
れ
て
母
子
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
方
は
、
医
科

歯
科
、
眼
科
等
す
べ
て
の
病
気

が
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
が

今
ま
で
通
り
正
常
分
べ
ん
、
健

康
相
談
、
美
容
整
形
は
給
付
の

去
る
九
月
十
日
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
に
よ
り
高
萩
高

等
学
校
体
育
館
に
お
い
て
会
員

五
○
○
余
名
参
加
の
も
と
に
盛

大
に
老
人
福
祉
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。大
会
は
六
名
の
高
令
者
の
表

彰
と
大
宮
録
郎
茨
城
大
学
教
授

に
よ
る
「
世
代
の
ズ
レ
」
と
題

す
る
講
演
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
つ
と
め
よ
う
と
申
し

合
せ
を
し
た
後
、
演
芸
を
見
て

た
の
し
い
一
日
を
過
し
た
。

表
彰
者
の
氏
名

今
川
と
ら
八
十
八
才

大
高
豊
次
郎
八
十
七
才

益
子
キ
ン
八
十
七
才

老
人
福
祉
大
会
開
か
れ
る

当
市
は
、
市
面
積
の
七
八
パ

ー
セ
ン
ト
に
及
ぶ
広
大
な
山
林

面
積
を
有
し
、
そ
の
資
源
は
市

の
唯
一
の
財
源
で
、
市
産
業
の

発
展
の
一
翼
を
荷
負
っ
て
お
り

ま
す
。し
か
る
に
、
最
近
こ
の
山
地

に
、
焚
火
の
不
始
末
や
タ
↑
ハ
コ

の
不
用
意
な
な
げ
捨
て
、
子
供

の
火
遊
び
な
ど
か
ら
山
火
事
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
昨
年
中
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
偽
り
そ
の
他
不
正
行
為

に
よ
っ
て
こ
の
給
付
を
受
け
た

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
法
才

六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
ま
し

山
林
防
火
協
会
を
設
立

大
高
く
ら
八
十
七
才

唐
沢
一
郎
八
十
八
才

神
永
は
つ
八
十
九
才

市
内
の
高
令
者

三
代
と
り
九
十
一
才

金
沢
す
ゑ
九
十
二
才

山
口
タ
キ
九
十
一
才

鈴
木
喜
六
九
十
才

柴
田
き
し
の
九
十
一
才

村
山
丑
蔵
九
十
翻
才

豊
田
い
ろ
九
十
一
才

河
井
い
ね
九
十
六
才

以
上
の
方
点
に
は
市
長
が
訪

問
し
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

な
お
七
十
才
以
上
の
高
令
者

二
○
八
名
に
は
民
生
委
員
が

訪
問
の
上
記
念
品
を
贈
呈
し
た

山
火
事
は
十
三
件
、
そ
の
焼
失

面
積
は
四
○
○
ア
ー
ル
、
損
害

は
五
○
○
万
円
に
の
ぼ
り
、
本

年
も
す
で
に
九
件
発
生
し
、
昨

年
に
近
い
焼
失
面
種
と
損
害
を

出
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
幸
い
に
し
て
小

火
に
止
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、

大
火
と
な
る
危
険
が
な
か
っ
た

わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
回
市
で
は
、
こ

て
全
額
を
返
還
し
て
い
た
堂
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
じ
た

ら
保
険
衛
生
課
国
保
係
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

の
山
林
資
源

を
火
災
か
ら

守
る
た
め
消

防
本
部
、
営

林
署
、
森
林

組
合
の
三
者

が
一
体
と
な

っ
て
去
る
八

月
二
十
六
日

高
萩
市
山
林

防
火
協
会
を

結
成
、
発
足

い
た
し
ま
し

た
。
協
会
は
、

市
森
林
組
合

員
、
市
地
域

二
十
一
の
愛

林
組
合
員
、

十
九
の
部
分

林
組
合
員
が
消
防
機
関
と
連
繋

し
、
山
火
事
防
止
の
た
め
の
各

種
事
業
を
行
う
わ
け
で
あ
り
ま

す
が
、
主
な
る
事
業
と
し
て
は

次
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
ゞ

一
、
山
火
事
予
防
の
た
め
の
各

種
の
宣
伝
、
啓
蒙

二
、
山
火
事
の
多
発
す
る
季
節

（
毎
年
二
月
か
ら
四
月
末
ま

で
）
に
山
火
事
危
険
地
帯
の

巡
視
警
戒

三
、
山
火
事
の
比
較
的
多
い

地
域
（
秋
山
、
上
手
綱
地
区

観
光
地
士
嶽
、
大
北
川
地

域
）
に
山
火
事
予
防
の
立
札

や
標
札
、
紙
屑
か
ご
や
灰
皿

な
ど
の
設
置

四
、
山
火
事
の
消
火
用
具
（
熊

手
、
の
こ
ぎ
り
尋
エ
ン
ピ
、

消
防
用
中
継
・
ハ
ケ
ッ
ト
な

ど
）
の
整
備

五
、
山
火
事
の
合
同
消
火
演
習

、
研
究
会
の
開
催

な
ど
を
行
う
計
画
が
あ
り
ま
す

以
上
の
よ
う
に
、
山
火
事
の

防
止
の
体
制
が
漸
く
整
っ
た
わ

け
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
こ
れ
か
ら
紅
葉
狩
り
や
茸

狩
り
、
ハ
イ
キ
ン
ク
に
、
狩
猟

に
山
手
方
面
に
お
出
か
け
の
際

は
、
◇
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら

◇
マ
ッ
チ
の
も
え
さ
し

◇
焚
火
を
し
た
あ
と

は
、
火
種
を
よ
く
消
し
て
、
山

火
事
防
止
に
、
ど
う
か
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．以
上

一

－485－
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高
萩
市
の
目
標
額

七
八
○
、
○
○
○
円

今
年
も
例
年
の
と
お
り
共
同

募
金
運
動
が
十
月
一
日
よ
り
展

開
さ
れ
ま
す
。

お
互
い
の
し
あ
わ
せ
を
分
け

あ
っ
て
明
る
へ
住
み
よ
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

こ
の
共
同
募
金
の
使
途
に
つ

い
て
い
る
ノ
、
批
判
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
お
金
は
、
身
よ
り

の
な
い
老
入
や
心
身
障
害
者
の

収
容
施
設
扶
養
者
の
な
い
子
、

糸
な
し
児
、
ち
え
お
く
れ
の
子

し
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
、
そ
こ
で
、
み
ん
な
で
住
民

の
代
表
を
選
び
そ
れ
を
や
っ
て

も
ら
う
、
そ
の
代
表
の
会
議
が

す
な
わ
ち
市
議
会
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
民
主
政
治
は
何

よ
り
も
住
民
の
意
志
に
基
く
政

治
で
す
か
ら
、
そ
の
住
民
の
代

表
機
関
で
あ
る
議
会
に
は
、
自

治
体
の
意
志
を
決
め
る
議
決
権

の
ほ
か
に
、
執
行
機
関
の
や
り

…
｜

＝＝＝＝＝

.＝＝＝＝＝

共
同
募
金
に

＝

地
方
自
治
は
〃

住
民
自
ら
の
手
に

一
よ
っ
て
行
な
う
政

一
治
で
す
が
、
実
際

一
に
は
住
民
全
部
が

集
っ
て
相
談
し
た

り
、
相
談
し
て
決

め
た
こ
と
を
実
行

ご
協
力
く
だ
さ
い

か
た
を
監
視
し
た
り
、
さ
ら
に

議
会
自
身
の
自
主
性
を
保
つ
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
権
限
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
会
の
議
決
事
項
に
属
す
る

も
の
の
お
も
な
も
の
は
、

①
条
例
を
設
け
、
ま
た
は
廃

な
ど
の
収
容
施
設
、
作
桑
能
力

の
低
い
人
達
の
た
め
の
授
業
所

や
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
の
施

設
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
不
幸

な
方
を
と
市
の
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
業
資
金
（
災
害
援
護
、

季
節
保
育
所
、
敬
老
会
、
防
犯

灯
の
修
理
、
貧
困
家
庭
児
童
の

援
助
、
肢
体
不
自
由
児
父
母
の

会
な
ど
社
会
福
祉
事
業
を
行
な

う
団
体
の
事
業
費
補
助
な
ど
）

と
し
て
使
わ
れ
て
お
る
わ
け
で

｛
９
。

ど
う
か
こ
れ
ら
の
事
情
を
ご

理
解
下
さ
れ
ど
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

｡

議
員
さ
ん
の
仕
事

止
す
る
こ
と

②
予
算
を
定
め
る
こ
と

予
算
の
発
案
権
は
あ
く
ま
で

市
長
だ
け
に
あ
り
、
議
会
は

そ
の
予
算
を
増
額
し
て
議
決

す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
市

長
の
発
案
権
を
侵
害
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

③
決
算
を
認
定
す
る
こ
と

④
法
律
や
政
令
で
規
定
さ
れ

た
以
外
の
地
方
税
の
賦
課
徴

収
、
分
担
金
、
使
用
料
、
手

数
料
な
ど
の
徴
収
に
関
す
る

こ
と
。

⑤
条
例
で
定
め
ら
れ
た
契
約

を
締
結
す
る
こ
急

⑥
財
産
の
取
得
、
処
分
な
ど

に
関
す
る
こ
と
ｌ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ほ
か
議
会
に
は

市
の
執
行
機
関
に
対
し
、
そ

の
事
務
が
適
正
に
行
な
わ
れ

て
い
る
か
を
検
査
し
た
り
、

監
査
委
員
に
監
査
を
求
め
、

報
告
を
請
求
す
る
椛
限
や
、

巾
民
の
請
願
な
ど
を
受
理
し

採
否
を
決
定
す
る
椛
限
も
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

程表計量検杳 日

所場日

日５月

月
扣

日日

1日」時

商午前9.00～午后3．00 会工

午前9.00～午后3．00

午前9.00～午前1 1 .30

商 会
nT=。 「，戸

Uたj 0口 工

手公民館山'0月9日

ﾉノ 00～午后3.0C 秒 山小 学校午后1

午前9

午前10

有明町高萩車検場

上君田小学校

０

０

０
３

３
０

后

訓

午
午
一
一
０
０
０
０

3月1 1E

10月12日

計
量
器
の
定
期
検

査
の
お
知
ら
せ
Ⅷ

は
か
り
は
日
常
生
活
の
う
え
で

重
要
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
で

毎
年
一
回
必
ず
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
次
の
こ
と
に
注
意
の
う

え
も
よ
り
の
場
所
で
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

①
本
年
度
か
ら
計
量
法
が
か

わ
り
受
検
手
数
料
が
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
受
検

の
さ
い
は
印
鑑
、
手
数
料
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

②
検
査
対
象
計
量
器
は
、
は

か
り
（
質
量
計
）
だ
け
で
、
従

前
の
も
の
さ
し
（
長
さ
計
）
や

ま
す
（
体
積
計
）
は
該
当
し
ま

せ
ん
。

午前1 1 .00～午前1 1 .30 下君田松本商店前″
〃 午后1 .00～午后2．00 横川豊田商 店前

10月,3日 ｜‐ 烏曾根三代商店前

大能公民館

若栗沼田商店前

午前9.30～午前10.00

〃 午前10.30～午前1 1 .00

〃 午前1 1 .30～正 午

'0月'4日」午前900~午前| | ,30 | |側河内屋商店前

午后1 .00～午后3．00〃 下手綱公民館

九
月
十
四
日
の
高
萩
市
農
業
共

済
組
合
総
代
会
に
お
い
て
共
済

事
業
を
市
に
移
譲
す
る
こ
と
を

決
議
し
市
に
申
出
ま
し
た
。

市
で
は
九
月
定
例
市
会
に
お
い

て
高
萩
市
共
済
条
例
や
共
済
事

業
特
別
会
計
予
算
そ
れ
に
関
連

の
あ
る
諸
条
例
を
議
決
し
十
月

一
日
よ
り
農
業
共
済
事
業
を
市

で
行
う
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た

共
済
事
業
の
内
容
は
共
済
組
合

③
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
場

合
後
日
水
戸
市
茨
城
県
計
量
検

定
所
ま
で
行
き
受
検
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
検
定

全
国
物
価
統
計

調
査
の
趣
旨
調
査
は
、
消
徴

者
物
価
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て

の
総
合
的
、
基
本
的
な
大
調
査

で
す
。
約
三
七
○
品
目
の
主
要

な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
、

販
売
数
量
な
ど
を
約
八
五
○
銘

柄
に
わ
た
っ
て
調
査
し
ま
す
。

全
国
の
す
べ
て
の
市
と
二
○
五

の
町
村
か
ら
〃
百
貨
店
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
一
般
小
売

店
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
店
舗
約
二

○
万
を
選
ん
で
調
査
し
、
各
種

商
品
の
個
別
価
格
．
銘
柄
間
、

店
舗
間
、
地
域
間
の
価
格
差
な

消
費
者
物
価
の
な
ま
の
姿
を

と
ら
え
る
物
価
調
査
に
ご
協
力
を

Ｊ
１

扣
月
１
日
よ
り
農
業
共
済

事
業
が
市
に
移
管

｜
’

を
受
け
な
い
計
雄
器
で
取
引
及

び
証
明
等
の
行
為
を
し
た
と
き

ば
、
計
量
法
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

で
行
っ
て
い
た
の
と
大
体
に
於

て
同
じ
で
す
命
四
十
二
年
度
の

水
稲
に
つ
い
て
は
共
済
組
合
に

て
や
り
ま
す
が
麦
と
家
畜
に
つ

い
て
は
市
で
行
う
よ
う
に
な
り

四
十
三
年
度
よ
り
は
全
部
巾
で

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
農
作
物
の
災
害
を
袖
値
す

る
唯
一
つ
の
制
度
で
す
の
で
農

家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

ど
い
わ
ば
物
価
の
な
ま
の
姿
を

川
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

調
査
の
作
成
と
秘
密
の
保
護

扣
月
の
終
り
か
ら
Ⅱ
月
の
初

め
に
か
け
て
調
査
員
や
指
導
員

が
調
査
店
舗
を
訪
問
し
、
調
査

票
の
記
入
を
お
れ
か
い
し
た
り

商
品
の
価
絡
な
ど
を
お
た
づ
ね

し
ま
す
。
調
査
し
た
こ
と
が
ら

は
、
統
計
を
作
る
目
的
に
だ
け

用
い
ら
れ
徴
税
だ
ど
調
査
店
肺

の
不
利
益
に
な
る
よ
う
な
こ
と

に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ぜ
ひ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

’
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